
















次に，「スキノレ」に関する研修（語学力や通訳スキノレ）においては，講義形式＋実習

が考えられる。講義形式だけではなく 通訳の訓練など実習の要素を取り入れた方法

で研修を行うことが望ましいと考える。水野（2008）は，通訳の訓練で行われているこ

とについて「リスニングカの強化」「集中力、記憶力の向上」「メモ取りの技術」が挙

げられるとしている。これらのスキルは訓練を受けることで向上できると考えられる。

実習形式で行えばより体験的に学ぶことができるだろう。前述したように外国人相談

員に対しての実習や講義ではわかりやすい日本語を用いることが重要である。

次に，「態度Jに関する研修について考える。まず「聴く力」については， 傾聴の

トレーニングが挙げられる。傾聴の実習を通して聴く力を養うことが可能になるだろ

う。また、渡辺（2003）の提案する「エポケ一実習」も傾聴のト レーニングのーっと

して実施することができるだろう。渡辺によれば「ェポケー」は現象学の中核にある

認識のための意識操作の方法であるという。渡辺はエポケーを「判断留保」と訳して

いる。渡辺が提案したエポケ一実習は，自分の理解を断定せず（保留しながら）相手

の話を聴くという方法で進めてし、く。このエポケ一実習は「聴く力」を養う一つの方

法であると考えられる。

共感，忍耐力，柔軟性，文化的感受性を高める研修の方法の一つには，事例を用い

た方法が挙げられる。ク リテイカノレインシデント（Weight,A. 1995）がその一つの方法

である。ある摩擦の起きた事例を読み，何が起きたのか，登場人物の気持ちやそれに

対する反応などをグ、ループで、考え，意見を共有していく方法である。登場人物に共感

することが可能か，暖昧なものに対応する寛容性や柔軟性，文化的感受性を高められ

るか等について事例を通して学んで、いくことが可能と考えられる。外国人相談員は

様々な分野で相談にのっているが，様々な異文化聞の摩擦へも対応していなければ

ならない。またこれらの摩擦について日本人や外国人相談者に対して説明していかな

ければならない。共感，忍耐力，柔軟性，文化的感受性といった態度の形成は外国人相

談員にとって重要である。クリテイカルインシデントのようなトレーニングを通して

このような態度を形成することが可能ではないかと考える。

最後に， 「実践力」に関する研修について考える。まずOJTであるが，日々の実践

を通しての学びである。研修においては，日々の相談員としての実践をふりかえる省

察を行うのも一つの方法であると考える。一人でふりかえるのではなく，集団でふり

かえりを共有することも新たな学びにつながるだろう。また研修で当事者と しての体

験をふりかえることもそれらを学びとしていく意味で重要であろう。また研修を通し

てネットワークを広げていくということも可能となるだろう。
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5.おわりに

当研究では，これまでの外国人相談員に必要な資質・能力について整理した上で、外

国人相談員の育成のための概念モデルの構築及び外国人相談員の研修のためのモデ

ル構築を行った。モデ、ルの枠組み、モデルの中身である資質・能力についてはさらに

検討すべき部分もあろう。今回提示したモデルが今後の外国人相談員の研修のための

一助となれば幸いである。
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